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　　  ●開館時間
セミナー開催時は午後9時まで
：午前10時～午後 6時（火～金曜）

　 　 　 　 　 午前10時～午後 5時（土曜）
　　  ●休 館 日：日曜・月曜・祝日・年末年始

■東京メトロ　銀座線／半蔵門線／千代田線
　表参道駅B2出口より徒歩約5分
■JR　渋谷駅東口より徒歩約10分

 　　 ●業務時間：午前10時～午後  6  時
　　  ●休 業 日：土曜・日曜・祝日・年末年始
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Tel.03-3407-8107　Fax.03-3407-8164
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　気候変動対策および温室効果ガス削減をテーマに
した新国民運動「COOLCHOICE」が始動しています。
未来のために賢い選択をする暮らし、あなたはもう実践
していますか。たとえば、企業・団体が実施する温暖化
防止や生物多様性、環境教育等の環境活動に、ボラン
ティアとして参加するのもCOOLな選択。そう思い立っ
たら、関東環境パートナーシップオフィス発行の「環境ボ
ランティアなび2015」が参考になるはず。GEOCホーム
ページからダウンロードしてみてください。

お  知  ら  せ

　編集委員
　　星野 智子、平田 裕之、尾山 優子、江口 健介、
　　藤原 祥子、今井 麻希子（順不同）

『つな環』をインターネットからもお楽しみください。
ウェブ版：http://www.geoc.jp/information/tsunakan

ボランティアマッチングの促進を目的に毎
年発行している『環境ボランティアなび』

環境ボランティアで「COOL CHOICE」
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　1992 年リオ・サミットで、さまざまな主体の参加とパー
トナーシップ促進による課題解決、持続可能な社会づくり
の重要性が確認されたことを受け、96 年 10 月に環境庁（当
時）と国連大学が発足した地球環境パートナーシッププラ
ザ（GEOC）は、来年で 20 年を迎える。
　97 年に気候変動 COP3 が京都で開催され、国内では 98
年に特定非営利活動促進法も制定された。地球環境問題へ
の関心の高まりと、市民活動の基盤が整備されたことで、
設立したばかりの GEOCも環境NPOへの広報や活動支援
機能を加速度的に充実させていくことになる。
　2000 年代に入り、北海道洞爺湖サミット（2008）のよう
に環境に特化しない国際会議で地球規模の環境問題が議論
されたり、国内ではクール・ビズ（2004）が提唱されるなど、
環境活動は一部の企業やNPOの取組みから身近な暮らし
のエコ活動に広がった。問題認識だけでなく、課題解決能
力を備えた人材を育成する視点から、ヨハネスブルク・サ
ミット（2002）で、日本から「国連持続可能な開発のため
の教育の 10 年（UNDESD）」が提案されたのも同時期だ。
　地方行政の取組みの中にも目を見張る動きがあった。ア
ジェンダ 21（リオ ･サミット）を受け、地域でパートナー
シップを形成するローカルアジェンダを策定したり、協働
に関する条例を策定する自治体が増え、パートナーシップ
への理解や制度が少しずつ整えられた。そして環境保全活

動・環境教育推進法の公布
（2003）を契機に、地域の課
題解決や特長を生かした取組
みを行っている市民セクター
を支援する地方環境パート
ナーシップオフィス（EPO）
も整備。地域の「つなぎ」役
としての活動を開始した。
　2011 年の東日本大震災に
伴う原子力発電所停止を契機
とした節電意識の高まりが、
日本社会にエネルギー源への
課題意識を定着さる一方、世
界的な地球温暖化の進行や生物種の減少など、依然として
環境問題は深刻化している。GEOCや EPOには、今まで
の「つなぐ」役割だけでなくパートナーシップに関するモ
デル事業を実施するなど、パートナーシップの加速につな
がる新しい取組みの提案が求められるだろう。ぜひ来年の
GEOC20 周年は、これまでの成果と課題を振り返りつつ、
社会状況を予測し、GEOCの役割を確認する機会としたい。

（文：一般社団法人環境パートナーシップ会議　事務局次
長　平田裕之）

地球環境パートナーシッププラザ
20周年に向けて①

低炭素社会の実現に向けて、歩みと展望 2
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地域と人から芽生える変革の兆し
　事例1：持続可能な地域は人づくりから「まちエネ大学」
　事例2：自ら考える力を養う、地域に根ざしたエネルギー教育
　事例3：国際交渉の場に新風を、次代を担うユースの活躍

Global Column
 トランスディスプリナリー教育の推進

 アフリカ半乾燥地域におけるレジリエンス強化
本の紹介
パートナーシップ・トーク
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低炭素社会の実現に向けて

｜COVER COLUMN｜自然界には新しい技術
のヒントがたくさんある。たとえば、トンボ
の羽のメカニズムに注目して開発されたエコ
風車（日本文理大学工学部）。台風でも耐え
られる強度と、微風時の安定的な発電力が特
長だ。このように生物の機能を模倣すること
で生まれる技術「バイオミミクリー」は、環
境やエネルギー分野でも期待が高まるが、実
用化には多様な専門技術と知見の融合が欠か
せない。転じて、私たちを取巻く気候変動・
自然災害・エネルギーなどの課題解決にも同
じことがいえる。今冬「気候変動枠組条約第
21回締約国会議（COP21）」の開催をふま
え、低炭素社会の実現に向けて協働や連携が
どのような解決策を導き得るのかを考えたい。
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